
  法光公御画像（90.3×35.9ｃｍ） 絹本著色 江戸時代 

 

 出石藩主仙石家の二代目仙石忠政（天正六年：1578 ～寛永五年：

1628）の肖像画です。 

 法光公とは忠政の諡号（生前の功績によってつけられた名）です。忠

政は初代秀久の三男で、初めの実名を久政、通称を三左衛門といいまし

た。関ヶ原の合戦の時に、真田昌幸が籠城する上田城を徳川秀忠の下で

攻撃、この時の功で秀忠の一字をもらい忠政と改名、兵部大輔に叙任さ

れました。 

慶長 19（1614）年、父秀久の死去により、その跡を継いで小諸城主

となり、元和８（1622）年には一万石加増の上、上田城主となりました。 

 

 

説明作成：豊岡市地域コミュニティ振興部文化・スポーツ振興課文化財室 

  


